
第 1学年 国語科学習指導案 
日 時  平成２８年９月１４日（水） 

児 童  １年１組 男１５名 女６名 計２１名

授業者  佐藤 啓太 

          

１ 単元名  はなしをよくきいて，しつもんしたり，しつもんにこたえたりしよう 

  教材名  「『すきなものクイズ』をしよう」（東京書籍１年下） 

         

２ 身に付けさせたい力と言語活動の構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈既習〉 

・知らせたいことをみんなの前で丁寧な

言葉遣いで話す。 

・連絡し合う学習を行い，大事なことを

落とさないように気を付けて聞く。 

 

〈児童の実態〉 

・相手の目を見て話したり，聞いたりす

る態度が身に付いてきている。 

・最後まで話を聞くことができず，途中で

発言してしまうことがある。 

・語尾まではっきりと話す力が身に付いて

いない。 

 

 

 

〈身に付けさせたい力〉 

 

◎互いの話を集中して聞き，話題に沿っ

て話し合うこと。 

(話すこと・聞くこと オ) 

 

〈言語活動〉 

 
・互いの話をよく聞いて，質問したり質問

に答えたりして，「すきなものクイズ」

をすること。 

          （言語活動例 イ） 

〈単元のゴールの姿〉 

○友達の話をよく聞いて質問したり，はっきり答えたりすることができる。 

 

 

A「ぼくの好きな果物を当ててください。ヒントを出します。細長いです。 

さて，なんでしょう。」 

 

B「どんな色ですか。」           

A「色は，黄色です。」  

                  

B「どうやって食べますか。」  

A「皮をむいて食べます。」 

                

B「〇〇さんのすきな果物は，バナナですね。」  

A「正解です。」 

 

 

「すきなものクイズ」のポイント 

＜話すとき＞      ＜聞くとき＞ 

・姿勢         ・相手を見る 

・口の形        ・最後まで聞く 

・速さ         ・うなずく 

好きなもの 

はっきり伝える。 



３ 単元の目標 

 ・好きなものを当てるクイズを出し合うことに関心をもち，進んで話したり聞いたりしようとし 

ている。                                

（関心・意欲・態度） 

 ◎ 好きなものについて，相手の話をよく聞いて，質問したり質問されたことに答えたりして話の 

内容に沿って話し合うことができる。  

                                                               （話すこと・聞くこと オ） 

 ・言葉には，事物の内容を表す働きがあることに気付いて話したり聞いたりすることができる。 

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 イ（ア）） 

 

４ 単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 話す・聞く能力 言語についての知識・理解・技能 

・好きなものを当てるクイズ

を出し合うことに関心をも

ち，進んで話したり聞いた

りしようとしている。 

 

観察・発言 

・好きなものについて，相手の話

をよく聞いて，質問したり質問

されたことに答えたりして話

の内容に沿って話し合ってい

る。 

 オ 観察・発言 

 

・言葉には，事物の内容を表す働

きがあることに気付いて話した

り聞いたりしている。 

      

 

 イ（ア）観察・発言 

 

 

５ 単元の指導計画（８時間） 

次 時 主な学習活動 見通しと言語活動の手立て 評価規準 

 

第

一

次 

 

１ 

・教師が出題したクイズ

に質問したり答えたり

して「すきなものクイ

ズ」への意欲を持たせ， 

学習計画を立てる。 

 

 

・教師が出題したクイズを基に質問した

り答えたりして，学習に興味をもたせ

るとともに，「すきなものクイズ」を出

し合うという単元のゴールの姿をイメ

ージさせる。               

【見通し】 

 

 

関 

・好きなものを当て

るクイズを出し合

うことに関心をも

ち，進んで話した

り聞いたりしよう

としている。 

（観察・発言） 

 

第

二

次 

 

 

２ 
・好きなものを種類ごと

に集め，ヒントの観点

（大きさ，色，形等）

を考える。 

・好きなものを当ててもらうために，ど 

んなことをヒントにするとよいかを 

教科書を例にしてイメージをもたせ 

る。             

【見通し】 

 

・必要なヒントの観点について考えるた

めに，ペアで交流させ，発表させる。               

【言語活動】 

話・聞 オ 

・好きなものを当て

るクイズを出すた

めに，ものの特徴

が伝わるヒントを

考えている。 

（観察・発言・カ

ード) 

３ ・クイズを作る。 ・教科書の「クイズカード」の書き方の

モデルを確認し，書き方をイメージさ

せる。                   【見通し】 

 

・実際に教師とクイズを出し合い，尋ね 

たり応答したりする練習をすること

で，ヒントの観点に気付かせる。 

                                 

【言語活動】 



 

４ 

・「すきなものクイズ」の

ポイントを学ぶ。 

 

 

 

・良い例と悪い例を比較させ「すきなも

のクイズ」のポイントに気付かせる。  

             【見通し】 

 

・教材文をペアで役割読みさせ，話すと

き・聞くときのポイントについて交流

させ，「すきなものクイズ」のポイン

トを考えさせる。                        

【言語活動】 

話・聞 オ 

・質問の仕方や応答

の仕方に気を付け

て練習している。 

  （観察・発言) 

５ ・グループで「すきなも

のクイズ」を出し合い，

練習をする。 

（1 回目） 

・前時で学習した「すきなものクイズ」 

のポイントを確認し，本時の進め方を

モデルで示すことで活動の見通しを

もたせる。                               

【見通し】 

 

・4 人グループで，「すきなものクイズ」

の練習をし，様子を見合い，「すきな

ものクイズ」のポイントについて交流

させる。     【言語活動】 

 

 

 

 

 

話・聞 オ 

・「すきなものクイ 

ズ」のポイントに 

気を付けて，質問 

したり答えたり 

して練習してい 

る。（観察・発言) 

 

 

 

 

 

 

 

言 イ（ア） 

・言葉には，事物の

内容を表す働き

があることに気

付いて話したり

聞いたりしてい

る。 

（観察） 

 

 

話・聞 オ 

６
（
本
時
） 

・グループで「すきなも

のクイズ」を出し合い，

練習をする。 

（2 回目） 

・前時の学習を振り返り，「すきなもの

クイズ」のポイントを確認すること

で，どんなことができれば課題達成か

を明示し，本時のゴールの見通しをも

たせる。  

【見通し】 

 

・前時の 4 人グループでの出題者と解答

者を入れ替え，「すきなものクイズ」の

練習をさせる。様子を見合い，「すきな

ものクイズ」のポイントについて交流

させる。   

【言語活動】 

 

第

三

次 

 

７ 
・「すきなものクイズ」を

出し合う。① 

 

 

 

・これまでの学習を振り返り，「すきな

ものクイズ」のポイントについて確か

め，本時の学習内容のイメージをもた

せる。        

【見通し】 

 

・一組ずつ全体の場でクイズを行う様子

を見合い，「すきなものクイズ」のポ

イントについて交流させる。 

【言語活動】 



 ８ 

・「すきなものクイズ」を

出し合う。② 

 

 

 

 

・単元の学習を振り返り，

「すきなものクイズ」

を出し合うときの話し

方や聞き方についてま

とめる。  

・前時の「すきなものクイズ」のやり方

を振り返らせ，本時は相手を替えて繰

り返し行うことを知らせ，見通しと意

欲をもたせる。             

【見通し】 

 

・これまで学習してきたことを使って，

クイズを出し合い，相手を替えて質問

したり答えたりして「すきなものクイ

ズ」を繰り返し行わせる。 

  【言語活動】 

 

・好きなものにつ

て，相手の話を

よく聞いて，質

問したり質問さ

れたことに答え

たりして話の内

容に沿って話し

合っている。（観

察・発言) 

 

 

６ 本時の学習（６時間／８時間） 

（１） 目 標 

「すきなものクイズ」のポイントに気を付けて，質問したり答えたりしてクイズの練習を

することができる。 

 

（２）展 開 

段

階 
活 動 内 容 ○手立て   ・留意点   ◇評価規準 備 考 

導

入 

 

 

７ 

分 

1  既習と本時の学習

内容を確かめる。 

 

2  本時の課題を確か

める。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

3  学習の流れを確

かめる。 

・学習計画を用いて単元の過程を振り返り，本時で

は 4 人グループで実際に「すきなものクイズ」を

することを確かめる。 

 

 

 

 

 

 

○前時の学習を振り返り，「すきなものクイズ」の

ポイントを確認することで，どんなことができれ

ば課題達成かを明示し，本時のゴールの見通しを

もたせる。                    

【見通し】 

 

・本時では特に，「すきなものクイズ」のポイント

に気を付けて練習をすることを知らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校区 

   視点１ 

「すきなものクイズ」のポイントにきをつけて，

れんしゅうをしよう。 

「すきなものクイズ」のポイント 

話すとき       聞くとき 

・相手を見る     ・相手を見る 

 ・はっきりと話す   ・うなずく 

       

 



展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

分 

4 「すきなものクイ 

ズ」の進め方を知 

る。 

 

 

 

 

 

 

やり方 

① クイズをだす。 

（ヒントは１

つ） 

② ３かいまでしつ 

もんできる。 

③ ふりかえる。 

 

 

 

5 「すきなものクイ

ズ」を行う。 

（１回目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 「すきなものクイ

ズ」を行う。 

（２回目） 

 

 

 

 

 

 

7 学習のまとめをす

る。 

 

○前時の4人グループでの出題者と解答者を入れ替

え，「すきなものクイズ」の練習をさせる。様子

を見合い，「すきなものクイズ」のポイントにつ

いて交流させる。       

【言語活動】 

 

 

 

・基本の話型を掲示することで，「すきなものクイ

ズ」の質問や応答がスムーズに話せるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・4 人グループでクイズを出す児童 1 人と質問する

児童 3 人に分かれ，「すきなものクイズ」をし，

学級のその他の児童は評価し合う。 

・どうしても質問や応答に行き詰ったときは，同じ

グループ内で教えてあげてもよいことを知らせ

る。 

・質問や応答がうまくいかないグループには話型を 

確かめさせたり，教師がモデルを示したりして活 

動できるように支援する。 

 

 

・上手に話しているグループを全体の場で紹介し，

「すきなものクイズ」のポイントを確かめた後，

2 回目を行う。  

 

◇ 「すきなものクイズ」のポイントに気を付けて，

質問したり答えたりして練習している。 

話・聞 オ（観察・発言） 

 

・「すきなものクイズ」のポイントを板書で再確認

し，本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

 

 

 

８ 

分 

8 学習の振り返りを

する。 

 

 

 

 

9  次時の確認をす

る。 

・「すきなものクイズ」のポイントで達成できたこ

とや次時で頑張りたいことを発表させる。 

 

  

 

 

・次時は今まで身に付けてきた力を使って，ペアで

「すきなものクイズ」を行うことを知らせる。 

・振り返り 

シート 

中学校区 

   視点２ 

 

今日は，グループのみんなが私の話をうなず

きながら聞いてくれたことがうれしかったで

す。 



＊遠野中学校区授業改善の視点に関わって 

視点１〈課題意識の持続のために〉 

      ・本時では特に，「すきなものクイズ」のポイントに気を付けて練習をすることを知

らせる。 

 

視点２〈達成状況の把握のために〉 

  ・「すきなものクイズ」のポイントに気を付けることができたかどうかを振り返りシ 

ートに記入させ，達成状況を見取る。 

 

（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

  
 

  

  

 

 

 

 

 

一
九
二

八 

誕

生 小
学
生 

 
 

の

頃 

乾

秀
雄
先

生
と
出

会
い
， 

 
 
 
 
 

漫画の才能を認められた。 

中
学
生 

 
 

の

頃

 

戦争の最中でも漫画を描き続ける。 

中
学 

 

卒
業

後

 

医師にな勉強をしながら漫画を描き続ける。 

一
九
四

六

 

初めての連載漫画 

 
 
 
 

 

｢

マアちゃんの日記帳

｣
 

 

一
九
四

七

 ｢

新宝島

｣

が大ヒット。 

 
 
 
 

 

母の一言で漫画家になることを決意。 

 
 
 
 

 

次々と素晴らしい作品を生み出す。 

 

一
九
六

一

 

アニメスタジオを設立 

一
九
八

〇

 

海外で講演を行う。 

一
九
八

九

 

病気で亡くなる。 

 

 

 

 

  

モ
デ

ル
原

稿 

 

 

「
す
き
な
も
の
ク
イ
ズ
」
の
ポ
イ
ン
ト
に
き
を
つ
け

て
，
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
よ
う
。 

 

ク
イ
ズ
」
の
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
よ
う
。 

  

や
り
か
た 

① 

ク
イ
ズ
を
だ
す
。 

② 

３
か
い
ま
で
し
つ
も
ん
で
き
る
。 

③ 

ふ
り
か
え
る
。 

 

 

質
問
に
使
う
言
葉 

（
基
本
の
話
形
） 

 

 

応
答
に
使
う
言
葉 

（
基
本
の
話
形
） 

○
「
す
き
な
も
の
ク
イ
ズ
」
の
ポ
イ
ン
ト 

 

「
す
き
な
も
の
ク
イ
ズ
」
を
し
よ
う 

 

・
う
な
ず
く 

 

・
あ
い
て
を
み
る 

 か
だ
い 

は
な
す
と
き 

 

き
く
と
き 

 

・
あ
い
て
を
み
る 

 
・
は
っ
き
り
と
は
な
す 

 


